
ナチュラル美容整形 
今日のテーマは、 
「ナチュラル美容整形」 
というテーマで話していきます。 

こういう質問を貰いました。 

̶̶̶-̶̶̶-̶̶̶-̶̶̶-̶̶̶-̶̶̶-̶̶- 
自分は身長が168センチしかありません。 

その事で、随分悩み自己嫌悪になり 
仕事以外は引きこもりみたいな生活をしています。 

実際に遠まわしに身長をバカにされた事も 
何度かありました。 

特に女子から 



「誰々さんは身長が高いよね」みたいなことを 
遠まわしに言われて以来、何もやる気がなくなり、
自分を好きになることも出来ません。 

電車内でも180センチ位の男を見ると 
勝手に落ち込んで、一日テンションが 
下がりっぱなしが普通です。 

やはり恋愛は高身長な人が楽しむもので、 
自分みたいな輩は引き立て役で 
人生終えていく者なんですかね。 

事実あんまり低身長の男は 
彼女連れで歩いているなんて見たことないし、 
諦めた方が良いですかね？ 
̶̶̶-̶̶̶-̶̶̶-̶̶̶-̶̶̶-̶̶̶-̶̶- 

という話なんですけど。 

身長が163㎝の人に相談する話でもない気が 



するけど。だったら俺も引きこもらないと。 

カメ「そうですね（笑）」 

っていう話なんですけど。 

僕自身も付き合った彼女に 
「身長175センチ以上の人がいい！」 
とかって言われた事もあるけど。 

「じゃあ、なんで付き合ってんだよ！」 
って話なんだけど(笑) 

結局のところ、現実的には他の要素で 
惹きつければ良いってだけの話だから。 

そもそも168センチって、 
そんな身長低くないよね。 

カメ「低くないなと思いましたけど。」 



今って男の平均身長が下がってるから、 
168センチくらいだと思うんだよね。 

身長高くはないけど、そもそも平均だよね。 

コンプレックスだから、自意識過剰に 
なってしまっているんだろうけど。 

コンプレックス、劣等感って 
他人の正確な評価ではなく、 
自分の世界に閉じ篭って、 
悪化していきやすいから。 

身長150センチしかなくて、 
顔もブサイクって男の人もいるんだしね。 

そういう人に比べたら、 
身長168センチってかなり恵まれてるよね。 



身長150センチなくても 
モテる人なんているしさ。 

沖縄の時にいた「1万人斬り」ナンパ師は 
身長145センチくらいだったからね。 

超モテてたけどね。 

モテるかモテないかの最大のポイントは 
「メンタル面」なんだよね。 

180センチの人を見ただけで 
落ち込むんだったら外に出たくないよね。 

カメ「そうですね」 

うん。例えば、L’Arc-en-Cielのhydeも 
身長161センチだったかな。 



 
V６の岡田君とかも160センチくらい 
しかないしね。 

カメ「そうなんですね。」 



 
芸能人は小柄な人多いイメージ。 

バンドのボーカルは小柄な人が多いよね。 
声が高い人って女性的な人が多いから。 

ホルモンバランス的に小柄な人の方が 
声綺麗な人が多いんじゃないかな。 

劣等感、コンプレックスに悩むのは 



理解できます。 

僕自身も身長が低かったりとか、 
アトピー肌だったりとか。 

20代半ばまで、 
自分が映った鏡みるのも、 
自分の写真見るのも嫌なくらい、 
自分の顔やルックスが嫌いだったし。 

コンプレックスっては、 
克服って出来ない。 
一生付き合っていくもの。 

美容整形するとかして、 
顔のパーツを変えてしまえば 
ありえるかもしれないけど、 
身長も顔のパーツも変えようはない。 

コンプレックス、劣等感との付き合い方は、 



基本的には「受け入れる」こと。 

コンプレックスを受け入れることができるように
なると、僕自身は「自意識過剰だったんだな」 
って気づいたんですよね。 

基本的になんすけど、人間の普遍的な原則として 

「他人ってアナタの事とかどうでもいいし 
　何も気にしてない」 

ってのがあるんですよね。 

僕ら自身の事もだと思うんですけど、 
人って面白いもんで 
「自分のことばっかり考えている」 
わけですよ。 

で、 



好きな恋人とか、片思いの人とかいたり、 
よほど親しい人とか、嫌いな人、家族の事も 
1日の中で考えるかもしれないけど、 
自分のことが大半。 

カメさんは他人のことを1日の中で考える？ 

カメ「いや～全然考えないですね」 

カメさんは特に他人のことを考えなさそう。 
自分の事しか興味ないもんな(笑) 

カメ「自分のことだけ考えてますね」 

他人のことなんて、 
どうでもよさそうだもんね(笑) 

カメ「そうですね」 

大体の人って多分そうだと思うんですよね。 



考えたとしても、 
自分の家族とか子供とかくらいで、 
大半は自分の事を考えていると思うんだよね。 

少なくても、1日のうちの半分以上はね。 

そんなもんだから。 

あなたのことなんて、 
誰も気にしてないんすよ。 

僕の経験上、 
「コンプレックスを受け入れる方法」としては 
「現実的に大したマイナスじゃない」っていうのを 
体感するのがいいですよね。 

コンプレックス、劣等感のポイントが気になって 
悩む気持ちはわかるんすけど、 



求める結果、成果を求めていくしかない。 

恋愛関係であれば、勇気を持って行動して、 
「女性とセックスして、惚れさせて彼女にする」 
という経験を積んでいくってことですよね。 

服装や髪型、トークスキル、などは 
変えられるけど、身長も顔の骨格などは 
美容整形でもしないと変えられないから、 
気にして悩みつつも行動し続けるしかない。 

身長を伸ばす手術もあるけどさ。 

いまだに1000万円くらいして、 
手術後に副作用として、運動能力が落ちるから 
1年くらいリハビリしなきゃいけないとか、 
リスク大きいじゃん。 

カメ「大きいです」 



それで上手くいくかどうかってのも 
わかんない。 
 

引用：https://note.com/gen_ilizarov/n/n8e907ee512d2 

※「イリザロフ式骨延長術」という 
　足の骨の変形などの治療のための手術から 
　身長を伸ばす美容目的に応用されたもの。 
　骨を人為的に折ってから、軟骨が固まる前に 
　少しずつ引っ張って伸ばして身長を伸ばす 
　身長5～10センチ程度伸ばせる。 

基本的にはコンプレックスってのは 



一生残るって風に考えて欲しいです。 

だから、僕たちに出来ることは、 
「受け入れる事」だけ。 

克服はできないってことですよね。 

身長だけじゃなくて、イケメンじゃないと 
モテないとかっていう話とかもあると 
思うんですけど、 

「人は見た目が100％」 

って言ったりするくらい第一印象って 
大事な要素なわけです。 

でも、例えばじゃあイケメンがモテるのかって 
言ったらそういう訳じゃないんすよ。 

イケメンでもモテない男ってのも 



実際にいるんだよね。 

イケメンでも話してみると「バカなんだな」 
「退屈」って思われると、 
逆にガッカリ度合いは大きくなる。 

もちろん「顔しか見ない」って女性も 
一定数いるから、そういう女の子だけを 
相手にするなら別だけど。 

そうじゃないんであれば 
芸能人級のイケメンでも 
基本的にはガッカリされるよね。 

だから、ルックスに関してのポイントは、 
「女性目線で足切りラインを越えてればOK」 
って考えていく。 

ルックスやファッションに関しては、 
「流行」ってのがあるので意識すること。 



だいたい男の場合は、ガラリと変わるのは、 
5年から10年くらいで変化していくから、 
そのポイントさえ押さえておけば大丈夫。 

《ホスト1980年代》 

引用：http://groupdandy.com/5933173-2/ 



《ホスト1990年代》 

《ホスト2000年代》 



《ホスト2010年代》 

《ホスト2020年代》 



※ホストの世界を見てもファッションの変化は 
　大きく変わっているのがわかると思います。 

女性に関してとかであればメイクとか服装の系統 
だと、男よりは流行のサイクルが早くて、 
5年くらいでガラッと大きく変わっていく 
イメージがあるかな。 

毎年ちょこちょこと流行りのアイラインの色 
だったり、眉毛の描き方、チークの色、 
とかは流行は変わっているけどね。 

特に、男の場合に重要なのは 
髪型、眉毛、ヒゲ、肌色、などの 
「顔回り」ですね。 

そこで見た目の8割が決まる。 

ヒゲと肌は変化に時間かかりますが、 
髪型と眉毛は今日にでも変えられるので、 



ここにフォーカスしてカッコ良く整えていく。 

《髪型、眉毛、コンタクトでの変化》 

次に、リターンが高いポイントが「表情」だね。 



《真顔と笑顔の変化》 

「髪型」「眉毛」「笑顔」のポイントさえ 
押さえておけば「ルックスの最低ライン」を 
越えることができるケースが大幅に増えます。 

あとは顔周り「ヒゲ」「肌」も大事。 

「服装」「体型」もルックスの印象として 
非常に大事ですけど、まずは顔周りから。 

コンプレックスに集中するのではなく、 
「合格ラインを超える」ことだけに 
集中していけば恋愛面で成功できます。 

高身長ってのはモテる要素として役立つけど、 
日本の場合は身長低くてもモテてる人は、 
山ほどたくさんいるから、そんなに 
気にする必要はないと思いますけどね。 



相談者のように168センチあれば 
全然気にならないかな。 

女の子も自分よりも身長が高ければ良い 
って子が大半だし。 

「自分より身長低くても全然OK」って 
女性もいるから問題はないかなと 
思いますけどね。 

今は、身長高くするインソールヒールで 
5センチ、７センチ高くなるものも全然あるし。 

インソールヒールを入れなくても、 
最近メンズもヒール高い靴が流行ってるから、 
５センチくらいは高くなるのが普通。 

168センチの人が履けば、173センチになるから 
十分過ぎる身長になると思うけどね。 



 
ルックスの足切り合格ラインとして、 
「10人中3人」の第一印象を越えてれば, 
大丈夫じゃないかなと僕は判断します。 

もちろん、イケメンで高身長とかであれば 



「10人中9人：の女性の合格ラインを越えるから 
女性との出会いを増やすのが楽になる。 

可愛い彼女を作るとか、 
セックスする女性に困らないとか、 
モテモテっていう部分だけであれば、 
10人中3人の足切りラインを越えていれば十分。 
 

例えば、イケメンが10人中9人の女性に対して 



足切りラインを越えてますとした時に、 

もしもあなたが10人中3人の足切りラインを 
越えているのあれば、3倍の出会いを増やしたら 
同じ出会いの数になるじゃん。 

カメ「なります」 

単純な話な計算だけど、こんなイメージです。 

「美容整形」についても、 
最近少しづつブームがきてるんで 
ちょっとずつ話しておきたいんですけど。 

個人的には「美容整形」っていう手段も 
選択肢としては有りだと思います。 

「最終手段」にはなりますが。 

韓国とか中国、台湾とかで男性の美容整形も 



すでに流行ってて、おそらく日本もこれから 
もっともっと一般的になってくると 
思うんですよね。 

男性向けの美容整形っていうのは、 
youtube、インスタ、などのSNSでの 
情報発信も増えてきていて、 
男でもやってる人がいる。 

美容整形している女の子は 
すごく増えていきましたよね。 

美容整形をする選択を 
「ハイリスクでローリターン」か 
「ローリスクでハイリターン」か 
ちゃんと考えて選ぶなら全然良いと思うんすよ。 

問題になるのが、美容整形をする人の中には、 
「他人と比較しての美容整形」 
「若さへの執着」とかの「心の問題」で 



選択するのは危険なケースが多いと思う。 

例えば、肌のシワを消すのに 
ヒアルロン酸を打ちまくったりっていう 
ケースは多いように思えます。 

ルックスに自信がなくて、自分が嫌いだから 
という「ネガティブな感情」に心が支配されて 
いるタイミングで美容整形を選択すると、 
他人からみると「変な顔」になってしまう 
可能性が出てくる。 

あくまでも 
「印象を良くするため」「モテるため」 
の道具として美容整形を選ぶってのは 
全然有りだと思うんですよね。 

「ネガティブな感情」の時に、 
美容整形を選ぶと悪循環に入って、 
顔を別人のように変えたい 



っていう風になっちゃうから、 

その辺のリスクを考えながら 
美容整形はやったほうが 
いいんじゃないかなと思いますね。 

マイケルジャクソンもそうだよね。 
黒人であるってことにコンプレックスが 
あったのか肌が白くなってすごかったよね。 

※マイケルジャクソンは異常性白斑という 
　免疫性の病気だったため肌が白くなった 
　という説もあります 

日本でもそうだと思うんだけど、男の場合は 
そこまで見ないけどハリウッド女優も 
美容整形やりすぎて誰？みたいなのも多い。 

日本だと、松田聖子、美魔女系のモデルは 
「シワ取りのヒアルロン酸」を打ち過ぎだろ 



みたいなケースがたくさんある。 

《昔の松田聖子さんのアイドル時代》 

《最近の松田聖子さん》 



《30歳前後のモデルの平子理沙さん》 
 

《45歳前後のモデルの平子理沙さん》 



※多くの人への露出がある芸能人なので 
　美や若さへの執着は仕方がありませんが、 
　シワが増えるなどの老化現象へ逆らい過ぎたり 
　美容整形も方向性を間違えるとマイナスに 
　なります 
　 
結局、医者だって金儲けしたいわけだし、 
もちろん、病気を治したり、美人にして 
人生を良くしたあげたいって気持ちも 
あるとは思うけど、 

自分で病院を開業してたら、お金を稼がないと 
病院運営も生活も出来ずに話にならないから、 
金儲けに走る医者も中にはいる。 

※高須クリニックの高須先生が言うには、 
「結婚した女医が子育てとかの片手間でできる 
　のが美容整形医なので技術の低い人も多い 
　ので病院選びは注意した方がいい」 
　と言っていました。 



命を救う系の医者ならともかく、美容整形なら 
手術などのメリットとデメリットを説明したら 

「美容整形を選択するか、しないか」 

は本人の自己責任だから、失敗しても 
責任を持たないケースもあると思う。 

もちろん、クレームきたりとかしたら、 
悪評をネットに書かれたりしたら 
あとあと大変だから止めると思うんだけど、 
最終的には 

「やりたいなら自己責任でやってください！」 

みたいな感じになると思うんですよね。 

とにかく「ネガティブな感情」の時に、 
美容整形っていう大きな決断をする 



ってのは止めた方が良いかなと思いますね。 

「手術をする医者の美的センス」とか 
「美しさの基準のブーム」もあるんで、 
10年後に術後の顔が流行ってるか 
っていったらわからない。 

また新しい人気アーティストやタレントが 
出てきて「流行り顔」ってのが出てくるからね。 

「時代の流行」も踏まえて、 
どういう顔にするのかは考えた方が 
良いんじゃないかなって思う。 

例えば、平和な時代ってのは 
「女性的な顔のがモテる」と言われていて、 

戦国時代、世界大戦などの争いの時代だと 
「男性的な顔の方がモテる」っていう 
パターンがあると言われています。 



こういう時代の流れってのもあるわけだよ。 

例えば、平安時代の麻呂とか。あんじゃん。 

《戦国時代一の美人と呼ばれた”お市”（信長の妹）》 



※貴族などの身分の高い人が行う文化として 
　白粉で顔を白く塗る習慣があったため、 
　眉毛が白さの邪魔にならないように 
　おでこの位置に眉毛を描きました。 
「無表情」が高貴な人の振る舞いだそうです。 

今は麻呂眉はギャグみたいに言われてるけど 
当時は真面目にやってたと思うんだよね。 

平安時代はそういうメイクする男がモテたんだよ。 

日中戦争とか戦争に行く時には脱毛禁止って 
規則を設けていたらしい。 

本格的な戦争が始まる「平和な時代」は、 
脱毛をするような中性的な方が 
モテたらしいんだよね。 

モテるかどうかに関しても、 
時代時代の流れがあるってこと。 



例えば、二重とか一重に関してもそうだけど 
今は「二重の方が良い」みたいな感じで 
一般的に言われてんじゃん。 

カメ「はい」 

一重がいいとか、二重がいいとかは、 
人の骨格などによるよね。 

《浅野忠信》 



綾野剛が二重だったらカッコいいのかって 
言われたら別だし、浅野忠信とかもそうじゃん。 

彼らがパッチリ二重になったら、 
変な顔になると思うんだよね。 

人によるんだよ。ヒゲ脱毛もそうだけど、 

ヒゲがあったほうが良いって人もいるし、 
ない方が良いって人もいるし。 

竹ノ内豊はカッコいいけど、 
髭ないと全然印象が違うからね。 

オダギリジョーなんてヒゲないと、 
めっちゃショボイ顔になるからね。 
ヒゲあるとオシャレでカッコいいけど。 



《オダギリジョー 髭有り》 

《オダギリジョー 髭無し》 



《竹野内豊 髭有り》 

《竹野内豊 髭無し》 



ジャニーズ系だと 
ヒゲが似合う、似合わないとか 
って差ってのがすごくある。 

「ルックスの良し悪し」は人それぞれの 
骨格、年齢、キャラなどで違ってくるから 
「○○にしたらいい」は完全な間違いで 
失敗の元。 

※二重にすればモテる、痩せればモテる、 
　ヒゲ脱毛すればモテる、などは人それぞれの 
　特徴で効果は変わるので注意してください 

さらに、 
「見た目の8割」っていう構成要素の中で 
大事なものとして「内面」もある。 

「醸し出す雰囲気」って感情、考え方、自信、 
といった内面から出てくるからね。 



「心の状態」「考え方（マインド）」は 
コミュニケーションにおいても、 
態度とか表情とかからノンバーバルとして 
表面化してくるから。 

ファッションだけじゃなくて、 
内面も意識した方が良いんじゃないかな。 

まずは、美容整形を選ぶにしても、その前に 

・髪型 
・眉毛 
・ヒゲ 
・体型 
・服装 

といった要素を完璧にした上で、さらにリターンが
あるなら美容整形をした方が良いと思うんすよね。 

埋没二重、ボトックス、ヒアルロン酸、くらいの 



プチ整形くらいにいておいた方が 
良いとは思いますけど。 

相談内容に「チビなのをバカにしてくる」とか 
あったと思うんすけど、これに関しては思うのは 

結局、人生の中で、 
「男女問わずに深く付き合える人の人数」 
って限られているからでね。 

「1000人斬り」したヤリチンっていると思うけど、
「1000人の女性と付き合いました」という人が 
いるかっていったら世界中を探しても、 
いないと思うんだよね。 

人生100年でも物理的に無理じゃん。 

カメ「無理です」 

１人１年と付き合ったとして、3股したとしても 



６０年で１８０人。 

それでキャパシティはパンパンだと思うんだよね。 

多い方でも、何十人とかそんなもんだと 
思うんです。 

そういう風に考えたら「親友」とか 
「深く付き合える人間」って少ないわけだから。 
「バカにしてくる人」っていうのは 
最初っから除外できるから良いと思う。 

僕自身もですけど、これからどれだけ上手く行こう
と「モテないフリ」とか「貧乏なフリ」を 
これからも一生しようと決めています。 

多分、女性にモテる自慢を一度も 
したことないよね。 

カメ「１回もないですね」 



たぶん、カメさん以外の前でも1回も 
したことないよ。 

体験人数を聞かれても、 
「体験人数も全然いないです」 
っていつも誤魔化すし。 

カメ「そうですね」 

そういう話を全然したことない。 

カメ「うん」 

「全然モテない」っていつも言う。 

「人生の充実度」を考えると、 
「女性にモテる」とか「金持ちになる」 
といった努力はしたほうが良いけど 



個人的な欲望であって、他人には関係ないから 
人の前でアピールする必要はないですよね。 

金を持っていても金を持ってないフリをする、 
モテたとしてもモテないフリをする。 

自慢したり、自己アピールをして、 
他人の「嫉妬」とか「妬み」を買っても 
マイナスにしかならないからさ。 

「あなたのコンプレックスとか悩みを 
　バカにしてくるようなショボい人」 

は放っておけば良いと思うんです。 

もっと大事にすべき人と出会って、 
その人と良い関係を築けることに集中すべき。 

っていうのが、僕の考えですね。 



参考にしてもらえたらなと思います。 

それでは今日も一日楽しんでください！ 

ジゴロパンダ 


